
　

冒
頭
、乳
幼
児
医
療
の
無
料
化
拡
大
に
つ
い
て
知
事
は
、「
拡
大

は
市
町
村
の
財
政
負
担
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」と
の
見
解
を
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。「
県
の
負

担
に
よ
り
無
料
化
措
置
を
高
い
水
準
で
実
施
し
、
市
町
村
間
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
を
是
正
す
べ
き
」と
い
う
の
が
、わ
が
会
派

の
見
解
で
あ
り
、今
後
も
拡
大
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
空
き
家
対
策
に
つい
て
知
事
は
、
市
町
村
や
民
間
業
者

に
参
加
を
呼
び
か
け
、官
民
一体
と
な
っ
た
協
議
会
を
設
置
し
、対

策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
明
言
さ
れ
ま
し
た
。足
踏

み
状
態
に
あ
る
空
き
家
対
策
の
今
後
の
成
果
を
期
待
し
ま
す
。

　

次
に
、
一次
産
業
を
一体
化
し
た
「
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村

振
興
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
わ
が
会
派
が
早
く
か
ら
制
定
を
呼
び

か
け
て
い
た
条
例
で
あ
り
、
こ
の
条
例
制
定
を
契
機
に
、
米
価
対

策
を
は
じ
め
、
一
次
産
業
全
体
の
振
興
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
し
た
。

　

次
に
、
教
育
力
向
上
福
岡
県
民
運
動
の
名
称
等
の
見
直
し
に

つ
い
て
知
事
は
、「
推
進
会
議
で
、名
称
変
更
を
含
め
、今
年
度
中

に
結
論
を
得
て
新
た
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
」
と
明
確
に
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登
録

問
題
に
つ
い
て
は
、
国
の
推
薦
な
ど
多
く
の
課
題
解
決
を
求
め
る

と
と
も
に
「
宗
像
」
の
名
称
存
続
に
つ
い
て
も
強
力
に
要
請
し
ま

し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

県
政
推
進
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
知
事
に
福
岡
・
北
九
州
両

空
港
の一
体
的
運
用
ビ
ジ
ョ
ン
、
原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
、

産
業
廃
棄
物
行
政
の
推
進
等
を
引
き
続
き
質
し
ま
し
た
。
知
事

は
「
福
岡
県
の
空
港
の
将
来
構
想
」
は
福
岡
空
港
が
民
間
委
託

さ
れ
て
も
「
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
」、
安
全
の
確
保
、
借
地
・

環
境
問
題
等
の
課
題
は
、「
国
が
地
元
で
懸
念
さ
れ
て
い
る
課
題

は
、
し
っ
か
り
対
応
す
る
」
と
し
、「
県
は
国
と
協
議
・
調
整
し

て
い
く
」
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。
玄
海
原
発
の
再
稼
動
は
、「
事

前
同
意
を
盛
り
込
む
九
電
と
の
協
定
の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
」

と
し
ま
し
た
。
飯
塚
市
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
行
政
代
執
行

後
、
12
月
3
日
に
県
は
刑
事
告
発
し
、
会
派
と
し
て
敬
意
を
表

し
今
後
も
成
り
行
き
を
注
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
問
題
で
は
、
公
立
小
学
校
1
年
生
に
導
入
の
35
人
以
下

学
級
の
維
持
・
拡
大
と
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
質

し
、
教
育
長
は
「
県
教
育
委
員
会
は
公
立
小
学
校
1
年
生
の
35

人
以
下
学
級
を
堅
持
す
る
」「
統
廃
合
は
設
置
者
の
市
町
村
が
、

主
体
的
に
判
断
し
実
施
す
る
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

後
日
、
財
務
省
が
2
0
1
5
年
度
予
算
編
成
で
40
人
学
級
に
戻

す
方
針
は
、
教
育
関
係
者
等
の
反
発
を
受
け
撤
回
す
る
方
向
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
今
年
度
の
税
収
見
通
し
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

社
会
づ
く
り
、
性
暴
力
被
害
者
支
援
の
拡
充
と
性
犯
罪
の
抑
止

等
を
質
し
ま
し
た
。

民
主
・
県
政
県
議
団

　

知
事
の
政
治
姿
勢
で
補
正
予
算
の「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」

で
採
用
さ
れ
た
方
が
、
継
続
雇
用
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
少
な

い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。「
県
が
運
営
す
る
年
代
別
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
人
の
希
望
や
適
性
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
っ
て
行
く
」
と
の
真
摯
な
答

弁
で
し
た
。

　

人
口
減
少
問
題
の
中
で
、
減
少
が
著
し
い
地
域
に
お
け
る

現
役
世
代
の
対
策
を
如
何
に
知
事
は
考
え
て
い
る
の
か
と
の
問

い
に
対
し
て
、「
現
役
世
代
の
人
口
維
持
に
ま
た
定
着
を
図
る

た
め
に
、
地
域
に
魅
力
の
あ
る
雇
用
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
」
と
地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
力
強
い
答
弁
で
し
た
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
児
童
生
徒
に
関
す
る
質
問
の
中
で
、「
エ

ピ
ペ
ン
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
）」
使
用
へ
の
理
解
促
進
に

対
し
、
教
育
長
は
、「
全
て
の
保
護
者
に
対
し
て
情
報
提
供
を

行
う
よ
う
各
学
校
を
指
導
し
て
い
く
」
と
積
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

　

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
が
あ
る
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
早
期
着
工
の
質
問
に
対
し
、
知
事
は
、「
県
と
し

て
、
福
岡
市
と
調
整
・
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と
の

前
向
き
な
答
弁
で
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
わ
が
会
派
と
共
通
認
識
で
あ
り
ま
し
た
が
、

出
張
美
容
に
関
し
て
は
、
県
の
煮
え
切
ら
な
い
答
弁
で
あ
り
、

大
変
残
念
で
し
た
。
今
後
、
県
の
的
確
な
判
断
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

公
明
党

　

緑
友
会
は
安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
及
び
安
定
供
給
の
た

め
に
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
の一つ

と
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
日
本
農
業
の
崩
壊
を
招
き
、

国
の
形
を
一
変
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
貫
し
て
反
対
の

立
場
で
知
事
の
対
応
を
質
し
て
き
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
今
ま

で
同
様
、
国
に
対
し
て
十
分
な
情
報
提
供
を
求
め
る
と
共
に
、

九
州
地
方
知
事
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
要
請
を
行
っ
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
で
は
、
県
内
各
消
防
本
部
の
職
員
の
配
置
状
況
に

格
差
が
あ
る
た
め
、
人
員
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
質
し
、

知
事
か
ら
は
国
の
指
針
を
踏
ま
え
、
目
標
人
員
を
大
き
く
下

回
る
団
体
を
中
心
に
関
係
市
町
村
長
と
の
個
別
協
議
を
通
じ

助
言
を
行
う
と
の
前
向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
物

産
と
の一
体
的
振
興
に
つ
い
て
質
し
、
知
事
か
ら
は
魅
力
あ
る
資

源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、
本

県
の
内
外
か
ら
の
延
べ
宿
泊
者
数
の
伸
び
率
は
前
年
比
12
％
増

の
全
国
４
位
と
な
っ
た
。
今
後
は
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
、
伝
統

的
工
芸
品
、
お
酒
な
ど
の
生
産
現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か

し
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
へ
の
対
応
や
地
方
分
権
推

進
、
福
岡
県
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
振
興
条
例
の
周
知
、Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

平成26年12月定例会では議案24件が提出され、いずれ
も原案のとおり可決、または承認されました。

〇議員提出議案　2件
・福岡県議会議員の選挙における選挙公報の発
行に関する条例の制定について
・福岡県薬物の濫用防止に関する条例の制定につ
いて

〇予算議案　2件
・平成26年度福岡県一般会計補正予算（第3号）
・平成26年度福岡県流域下水道事業特別会計補
正予算（第1号）

〇条例議案　14件
・福岡県行政手続条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県特別職の職員及び教育長の給与等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県職員の退職手当に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県産業廃棄物税条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県公の施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について
・福岡県地域医療介護総合確保基金条例の制定
について
・福岡県障害児通所支援の事業等の人員、設備及
び運営の基準等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
・福岡県農林水産業・農山漁村振興条例の制定に
ついて
・風致地区内における建築等の規制に関する条例
を廃止する条例の制定について
・福岡県教育委員会事務処理の特例に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県公立学校職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について
・福岡県警察職員の給与に関する条例等の一部
を改正する条例の制定について
・福岡県迷惑行為防止条例の一部を改正する条
例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求める
議案　1件
・平成26年度福岡県一般会計補正予算（第2号）
〇工事請負契約の締結に関する議案　2件
〇その他の議案　3件
・当せん金付証票の発売について
・福岡県立ももち文化センターの指定管理者の指
定について
・福岡県男女共同参画センター、福岡県人権啓発
情報センター及び福岡県総合福祉センターの指
定管理者の指定について

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

○「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書
○外国人等への差別助長いわゆるヘイトスピーチ
に対する取組の充実強化を求める意見書

○奨学金制度の充実を求める意見書
○平成26年産米の価格下落等に関する意見書

可決された意見書

〇平成26年産米の価格下落等に関する請願
採択された請願

※否決された意見書、不採択の請願はありません。
　また、その他の請願は、継続審査となりました。

緑
友
会
は
安
全
・
安
心
な
食
料
の
提
供
及
び
安
定
供
給
の
た
め
に
農
林
水
産
業
の
振
興
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本

理
念
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
日
本
農
業
の
崩
壊
を
招
き
、
国
の
形
を
一
変
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
一
貫
し
て
反
対
の
立
場
で
知
事
の
対
応
を
質
し
て
き
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
今
ま
で
同
様
、
国
に
対
し

て
十
分
な
情
報
提
供
を
求
め
る
と
共
に
、
九
州
地
方
知
事
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
要
請
を
行
っ
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
対
策
で
は
、
県
内
各
消
防
本
部
の
職
員
の
配
置
状
況
に
格
差
が
あ
る
た
め
、
人
員
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を

質
し
、
知
事
か
ら
は
国
の
指
針
を
踏
ま
え
、
目
標
人
員
を
大
き
く
下
回
る
団
体
を
中
心
に
関
係
市
町
村
長
と
の
個

別
協
議
を
通
じ
助
言
を
行
う
と
の
前
向
き
な
答
弁
を
得
ま
し
た
。

地
域
経
済
発
展
の
た
め
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
物
産
と
の
一
体
的
振
興
に
つ
い
て
質
し
、
知
事
か
ら

は
魅
力
あ
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
、
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
た
結
果
、
本
県
の
内
外
か
ら
の
延
べ
宿
泊
者
数

の
伸
び
率
は
前
年
比
１
２
％
増
の
全
国
４
位
と
な
っ
た
。
今
後
は
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
や
、
伝
統
的
工
芸
品
、
お

酒
な
ど
の
生
産
現
場
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
振
興
を
図
っ
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
へ
の
対
応
や
地
方
分
権
推
進
、
福
岡
県
農
林
水
産
業
・
農
村
漁
村
振
興
条
例

の
周
知
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

（
５
２
５
文
字
）
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